
 

 

第 1626回（3月 11日）例会報告 
平成 20 年 3 月 1１日（火）、午前 10 時より進修館
高校体育館において大谷貴子氏（全国骨髄バンク推進

連絡協議会会長）をお迎えして学習講演会が行われま

した。 
会 長 挨 拶 

 
ただ今紹介をいただきました、行田さくらロータリー

クラブ本年度会長の矢澤大和です。 
ロータリークラブってどんな組織か知っていますか？  

行田には私たちのクラブに他にもう一つ、行田ロータ

リークラブがあります。埼玉県内には、１３９のロー

タリークラブがあり会員は約５,０００人、日本全体で
は、２,３１９のクラブ、約１０万人の会員が居り、更
に世界中には、２００カ国以上の国と地域に広がり、

約３２,８００のクラブと１２０万人の会員を擁して
います。さらにロータリークラブは、職業倫理を重ん

じる実業人、専門職人の集まりで幅広い奉仕活動をし

ています。 
たとえば、今年は、メキシコからロレーナさん。 
アメリカのオハイオ州からツルージオ君がこの進修館 

 
高校で皆さんと一緒に生活をしていますが、これは、

ロータリーの青少年交換というプログラムです。行田

西中学を卒業した三谷佳代さんがメキシコへ、埼玉中

学を卒業した小山茜さんがオハイオ州へ、それぞれロ

レーナさん、ツルージオ君との交換で一年間外国で生

活をしています。チャンスがありましたら、是非この

進修館高校からもこのプログラムに是非挑戦してみて

ください。また、今年で５年目ですが行田市内の小学

校へ本を贈り続けています。 
この「学習講演会」も、行田さくらロータリークラブ

が、「青少年に輝く未来を」をと題し、今年で１１年目

です。合併前の行田女子高校、行田工業高校でも開催

していますので回数から言うと十数回は開催していま

す。一昨年は、は元ソフトボール女子ジャパン監督の

宇津木妙子さんのお話をいただいています。昨年は、

本庄商工会議所の高橋福八会頭から、高橋さんは本庄

グランドホテル、深谷グランドホテルの社長もされて

いますので、お辞儀の仕方まで教えていただいた事は、

二年生の皆さんは、記憶にあると思います。さて今年

は、どんな方のお話が聞けるか、楽しみにしていてく

ださい。ご清聴ください。 

 



 講 演  
 

全国骨髄バンク推進連絡協議会会長 
大谷 貴子氏 

 
TV番組、「アンビリバボー」の感動的なビデオを映写
終了後、会場から現れました。自らの経験を基に、骨

髄バンクをつくるきっかけや、骨髄バンクの大切さを

お話していただきました。 
とても、感動的な講演でした。 

 
進修館高校の学生より、謝辞と花束が送られました。     

 
「生きるってシアワセ」 3 月 26 日(水)テレビ東京
において、2時間ドラマとして放映されます。 

 
 
「米山記念奨学会の寄附」に寄せて 

清水 孝男 
田中清自さんが、長い間奨学生のカウンセラーとし

てお骨折りいただきましたが、たまたま、ある例会で 

米山奨学生のお話をされました。そのお話を契機とし

て、米山記念奨学金に寄付をさせていただきました。 
 ガバナー月信の 2 月号に、地区で 30 名の方が表彰
され、それぞれの顔写真が紹介されました。我がクラ

ブでは、矢澤会長、新井幹事のお二人に不肖小生も掲

載されました。驚いたことに、矢澤さんも私も 4回目
の寄附となっておりました。本年地区では、7 回が 3
名、5 回が 1 名、4 回は５名、３回４名、２回５名と
計１８名が複数回の寄附であり、その関心の大きさに

再度驚いた次第です。本年１月に（財）ロータリー米

山奨学会より、丁寧な礼状を頂戴いたしました。この

礼状の欄外に次のようなことが記載されていましたの

で紹介いたします。 
（参考） 
＊ 感謝状（米山功労者になられる毎に贈呈 
             初回のみケース付） 

＊ 表彰品（累計額１００万円毎に贈呈） 
第１０回(１００万円)・・・ピンバッジ(ルビー) 
第２０回(２００万円)・・・ 〃 (エメラルド) 
第３０回(３００万円)・・・ 〃 (ダイヤモンド) 
第４０回(４００万円)・・・クリスタルの盾 

尚、その後、地区米山奨学委員会の吉崎委員長様から

も直筆の礼状を頂戴し、恐縮この上なく存じました。 
以上、ご報告させていただきます。 
 
 
 
 

               
 


